
 

 

 

 

 

 

23.安達太良山火山 



噴出物
年代

(年前：暦年)

噴出量

(DRE　km
3
)

火山カタログ

の噴出量

AD1899-1900 

噴火(Ad-p5 )
113 －

AD1812噴火 201 －

AD1623噴火 390 －

AD1530噴火 483 －

AD807噴火 1206 －

安達太良

沼ノ平テフラ6
2480 0.01

Ad-p1，2 不明 －

安達太良

沼ノ平テフラ5
4470 0.02

安達太良

沼ノ平テフラ4
6360 0.01

安達太良

沼ノ平テフラ3
7110 0.01

安達太良

沼ノ平テフラ2
8650 0.01

安達太良

沼ノ平テフラ1
11,470 0.03

安達太良

十文字テフラ
34,050 0.05

安達太良

二本松テフラ
39,560 0.04

安達太良

えびす4テフラ
48,370 0.08

安達太良

えびす3テフラ
60,000 0.06

安達太良

えびす2テフラ
80,000 0.08

安達太良

えびす1テフラ
90,000 0.05

安達太良

佐原テフラ
100,000 0.1

安達太良

松川テフラ
110,000 0.1

鉄山第5

降下火砕物

鉄山第4

降下火砕物

鉄山第3

降下火砕物

胎内岩

降下火砕物

笹平溶岩流

障子ヶ岩

降下火砕物
50,000 0.03

障子ヶ岩

第2溶岩流

障子ヶ岩

第1溶岩流

船明神

第3溶岩流

船明神

第2溶岩流

船明神

第1溶岩流

沼尻廃坑

降下火砕物

沼尻廃坑

溶岩流

迷い沢溶岩流

母成第2溶岩流

母成第1溶岩流

元山火砕流

安達太良第2

降下火砕物

安達太良第1

降下火砕物

牛の背

降下火砕物
140,000※1 0.004

鉄山第1･第2

火砕物
70,000 0.003

矢筈森第1･第

2火砕物
160,000 0.02

硫黄川溶岩流

白糸溶岩流

篭山

溶岩円頂丘

篭山溶岩流

峰の辻溶岩流

安達太良水原

テフラ

200,000～

250,000

不明(1.77に

一括)

箕輪山第3

溶岩流

箕輪山第2

溶岩流
箕輪山第1

溶岩流
和尚山溶岩流

和尚南部第1

第2溶岩流

赤木平南部

第1～3溶岩流

和尚南東部

溶岩流

安達太良山

溶岩流
200,000 0.05

沼の平溶岩流 210,000 0.01

勢至平溶岩流

勢至平下溶岩流

薬師岳溶岩類 200,000 0.35

僧悟台溶岩流 230,000 1.22

仙女平第2

溶岩流
350,000 (一括※2)

薬師岳下第1,

第2溶岩流
350,000 0.02

岳溶岩流 350,000 0.004

仙女平

第1溶岩流
350,000 0.05

前ヶ岳第1～

第4噴出物

前ヶ竹西溶岩流

380,000 0.05

雨ヶ沢林道

溶岩流
不明 (一括※2)

百日川溶岩流 不明 (一括※2)

雨ヶ沢溶岩流 不明 (一括※2)

赤木平溶岩流 340,000 0.08

二ッ橋川上流

溶岩流
不明 (一括※2)

寺沢溶岩流 (0.56Ma) (一括※2)

寺沢下溶岩流 不明 (一括※2)

二ッ橋川

下流溶岩流
不明 (一括※2)

石筵源流第1,

第2溶岩流
390,000 0.02

大滝第1～3

溶岩流
370,000 0.34

赤木平下

溶岩流
390,000 0.004

銚子ヶ滝

溶岩流
360,000 0.002

銚子ヶ滝下

火砕流
不明 (2.85)

雨ヶ沢上流

溶岩流
不明 (一括※3)

仙女平下

溶岩流
440,000 0.14

杉田川上

溶岩流
不明 (一括※3)

杉田川溶岩流 440,000 0.04

遠藤ヶ滝

溶岩流
440,000 0.25

遠藤ヶ滝下部

第1～3溶岩流
不明 (一括※3)

安達太良温泉

溶岩流
不明 (一括※3)

鬼面山

溶岩円頂丘
550,000 0.03

野地溶岩流 不明 (0.68)

東鴉川火砕流

東鴉川溶岩

西鴉川溶岩

沼尻火砕流

(下部)

長坂火砕流

(
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)
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200,000～

230,000

(層序から

推定)

0.26

不明

活動期

(1.77)

0.27

0.03

0.39

0.09

0.27

2.01

0.01

0.08

200,000

220,000※1

50,000

70,000

70,000

70,000～

120,000

120,000

(　)：火山カタログと文献の体積の差分

※1：層序関係から推定して反映

※2：(2.86)に一括　　※3：(0.685)に一括　※4：DRE(km3)

－：水蒸気爆発

3.42※4

1.14※4

不明

0.08
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安達太良山山頂降下火砕物

岳軽石

元山火砕流

(沼尻火砕流)

最新期テフラ

沼尻廃坑，迷い沢，母成

活動年代が期間として

反映されているイベント

噴出量が不明で，第四紀火山カタログとの

噴出量の差分を反映したイベント

 
第 23－1 図 噴出量－時間階段図（安達太良山火山）



第 23－1 表 データセット（安達太良山火山） 

種類 年代値 根拠 信頼度 年代(年前：暦年)　注2） 根拠 信頼度 体積(DRE)　注4）

AD1899-1900 

噴火(Ad-p5)
水蒸気爆発 AD1900 近代観測 ◎ 113 113 － － － － － －

AD1812噴火 噴煙･雷鳴 AD1812 古文書解析 ◎ 201 201 － － － － － －

AD1623噴火 噴火？ AD1623 古文書解析 △ 390 390 － － － － － －

AD1530噴火 噴火？ AD1530 古文書解析 △ 483 483 － － － － － －

AD807噴火 噴火？ AD807 古文書解析 △ 1206 1206 － － － － － －

安達太良

沼ノ平テフラ6
2410±60yBP 14C年代 ◎ 2344-2551※2※3 2480 0.005※4 早川法 ○ 0.005 0.01 12.157

Ad-p1,2 詳細不明 － － － － － － － － － －

安達太良

沼ノ平テフラ5
3990±60yBP 14C年代 ◎ 4247-4619※2※3 4470 0.02※4 早川法 ○ 0.02 0.02 12.147

安達太良

沼ノ平テフラ4
5.6ka 層序 ○ 6320-6376※2 6360 0.006※4 早川法 ○ 0.006 0.01 12.127

安達太良

沼ノ平テフラ3

7270±90yBP

6210±70yBP
14C年代 ◎ 6939-7269※2※3 7110 0.01※4 早川法 ○ 0.01 0.01 12.117

安達太良

沼ノ平テフラ2

7740±80yBP

7850±60yBP
14C年代 ◎ 8516-8800※2※3 8650 0.008※4 早川法 ○ 0.008 0.01 12.107

安達太良

沼ノ平テフラ1
10ka 層序 ▲ 11,528-11,603※2 11,470 0.03※4 早川法 ○ 0.03 0.03 12.097

安達太良

十文字テフラ
降下火砕物 30ka 層序 ▲ 33,856-34,238※2 34,050 0.05※4 早川法 ○ 0.05 0.05 12.067

安達太良

二本松テフラ
降下火砕物 35ka 層序 ▲ 39,262-39,849※2 39,560 0.04※4 早川法 ○ 0.04 0.04 12.017

安達太良

えびす4テフラ
降下火砕物 45ka 層序 ▲ 47,794-48,979※2 48,370 0.08※4 ○ 0.08 0.08 11.977

安達太良

えびす3テフラ
降下火砕物 60ka 層序 ▲ 60,000 60,000 0.06※4 ○ 0.06 0.06 11.897

安達太良

えびす2テフラ
降下火砕物 80ka 層序 ▲ 80,000 80,000 0.08※4 早川法 ○ 0.08 0.08 11.837

安達太良

えびす1テフラ
降下火砕物 90ka 層序 ▲ 90,000 90,000 0.05※4 早川法 ○ 0.05 0.05 11.757

安達太良

佐原テフラ
降下火砕物 100ka 層序 ▲ 100,000 100,000 0.1※4 早川法 ○ 0.1 0.1 11.707

安達太良

松川テフラ
降下火砕物 110ka 層序 ▲ 110,000 110,000 0.1

※4 早川法 ○ 0.1 0.1 11.607

鉄山第5

降下火砕物
アグルチネート 0.004 分布面積と層厚から算出 ○ 0.0024

鉄山第4

降下火砕物
アグルチネート 0.009 分布面積と層厚から算出 ○ 0.0054

鉄山第3

降下火砕物
降下火砕物 0.008 分布面積と層厚から算出 ○ 0.0048

胎内岩

降下火砕物

降下スコリア

火山岩塊

0.14±0.03Ma

50ka

K-Ar年代

層序

△

▲
50,000 0.016 分布面積と層厚から算出 ○ 0.0096

笹平溶岩流 溶岩流 不明 － － － 0.071 分布面積と層厚から算出 ○ 0.071

障子ヶ岩

降下火砕物
アグルチネート 50ka 層序 ▲ 50,000 50,000 0.057 分布面積と層厚から算出 ○ 0.0342 0.03 11.417

障子ヶ岩

第2溶岩流
溶岩流 0.044 分布面積と層厚から算出 ○ 0.044

障子ヶ岩

第1溶岩流
溶岩流 0.039 分布面積と層厚から算出 ○ 0.039

船明神

第3溶岩流
溶岩流 0.045 分布面積と層厚から算出 ○ 0.045

船明神

第2溶岩流
溶岩流 0.03 分布面積と層厚から算出 ○ 0.03

船明神

第1溶岩流
溶岩流 0.013 分布面積と層厚から算出 ○ 0.013

沼尻廃坑

降下火砕物
アグルチネート 不明 － － 0.007 分布面積と層厚から算出 ○ 0.0042

沼尻廃坑

溶岩流
溶岩流 不明 － － 0.056 分布面積と層厚から算出 ○ 0.056

迷い沢

溶岩流
溶岩流 不明 － － 0.078 分布面積と層厚から算出 ○ 0.078

母成第2

溶岩流
溶岩流 不明 － － 0.078 分布面積と層厚から算出 ○ 0.078

母成第1

溶岩流
溶岩流 不明 － － 0.052 分布面積と層厚から算出 ○ 0.052

元山火砕流 溶結凝灰岩 120ka 層序 ● 120,000 0.014 分布面積と層厚から算出 ○ 0.00896

安達太良第2

降下火砕物

降下火砕物，

火砕流
120ka 層序 ● 120,000

0.001

2※4

分布面積と層厚から算出

早川法,分布面積と層厚

○

○
2

安達太良第1

降下火砕物
アグルチネート 不明 － － － 0.009 分布面積と層厚から算出 ○ 0.0054

牛の背

降下火砕物
降下火砕物 不明 － － 140,000(層序から推定） 140,000(層序から推定） 0.007 分布面積と層厚から算出 ○ 0.0042 0.004 8.937

鉄山第1･第2

火砕物
アグルチネート 70ka 層序 ▲ 70,000 70,000

0.003

0.002
分布面積と層厚から算出 ○ 0.003 0.003 8.933

矢筈森第1･

第2火砕物

降下火砕物

アグルチネート
160ka 層序 ▲ 160,000 160,000

0.028

0.003

分布面積と層厚から算出

分布面積と層厚から算出
○ 0.0186 0.02 8.93

硫黄川

溶岩流
溶岩流 不明 － － － 0.194 分布面積と層厚から算出 ○ 0.194

白糸溶岩流 溶岩流 0.34±0.13Ma K-Ar年代 △ 340,000 0.075 分布面積と層厚から算出 ○ 0.075

篭山

溶岩円頂丘
溶岩ドーム 不明 － － － 0.001> 分布面積と層厚から算出 ○ 0.001

篭山溶岩流 溶岩流 不明 － － － 0.001 分布面積と層厚から算出 ○ 0.001

峰の辻

溶岩流
溶岩流 200ka 層序 ▲ 200,000 0.026 分布面積と層厚から算出 ○ 0.026

安達太良

水原テフラ
降下火砕物 0.2～0.25Ma 層序 ▲ 200,000～250,000 － 不明 － － (1.77に一括) － －

箕輪山第3

溶岩流
溶岩流 0.022 分布面積と層厚から算出 ○ 0.022

箕輪山第2

溶岩流
溶岩流 0.226 分布面積と層厚から算出 ○ 0.226

箕輪山第1

溶岩流
溶岩流 0.138 分布面積と層厚から算出 ○ 0.138

和尚山

溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － ×

和尚南部第1

第2溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － ×

赤木平南部第

1～3溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － ×

和尚南東部

溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － ×

安達太良山

溶岩流
溶岩流 0.20±0.03Ma K-Ar年代 ◎ 200,000 200,000 0.046 分布面積と層厚から算出 ○ 0.046 0.05 6.45

沼の平

溶岩流
溶岩流 210ka 層序 ▲ 210,000 210,000 0.014 分布面積と層厚から算出 ○ 0.014 0.01 6.4

勢至平

溶岩流
溶岩流 0.13±0.18Ma,160ka K-Ar，層序 △,▲ 220,000(層序から推定） 0.223 分布面積と層厚から算出 ○ 0.223

勢至平下

溶岩流
溶岩流 不明 － － － 0.041 分布面積と層厚から算出 ○ 0.041

薬師岳

溶岩類
溶岩流

0.2±0.03Ma

0.2±0.01Ma
引用,K-Ar

◎

◎
200,000 200,000 0.346※4 根拠未記載 △ 0.346 0.35 6.13

僧悟台

溶岩流
溶岩流

0.23±0.01，0.83±0.03Ma

0.68±0.04，0.85±0.08Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

◎

△
230,000 230,000 1.223 分布面積と層厚から算出 ○ 1.223 1.22 5.78

仙女平第2

溶岩流
溶岩流 350ka 層序 ▲ 350,000 350,000 包含 － － －(2.85に一括) － －

薬師岳下第

1,2溶岩流
溶岩流 350ka 層序 ▲ 350,000 350,000 0.0201※4 根拠未記載 △ 0.02 0.02 4.56

岳溶岩流 溶岩流 350ka 層序 ▲ 350,000 350,000 0.0035
※4 根拠未記載 △ 0.004 0.004 4.54

仙女平

第1溶岩流
溶岩流 350ka 層序 ▲ 350,000 350,000 0.045※4 根拠未記載 △ 0.045 0.05 4.536

前ヶ岳第1～

第4噴出物

溶岩流，

降下火砕物

0.31±0.24,0.38±0.05Ma

0.37±0.06,0.54±0.12Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

◎

◎
350,000 380,000 0.054※4 根拠未記載 △ 0.054 0.05 4.486

雨ヶ沢林道

溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － － －(2.85に一括) － －

百日川

溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － － －(2.85に一括) － －

雨ヶ沢

溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － － －(2.85に一括) － －

赤木平

溶岩流
溶岩流 0.34±0.06Ma K-Ar年代 ◎ 340,000 340,000 0.0759※4 根拠未記載 △ 0.076 0.08 4.436

二ッ橋川上流

溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － － －(2.85に一括) － －

寺沢溶岩流 溶岩流 0.56±0.18Ma K-Ar年代 △ 560,000 －（560,000） 不明 － － －(2.85に一括) － －

寺沢下

溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － － －(2.85に一括) － －

二ッ橋川

下流溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － － －(2.85に一括) － －

石筵源流第1

第2溶岩流
溶岩流 0.39±0.05Ma K-Ar年代 ◎ 390,000 390,000 0.0148※4 根拠未記載 △ 0.015 0.02 4.356

大滝第1～3

溶岩流
溶岩流 0.37±0.02Ma K-Ar年代 ◎ 370,000 370,000 0.3402※4 根拠未記載 △ 0.34 0.34 4.336

赤木平下

溶岩流
溶岩流

0.37±0.21Ma

0.39±0.04Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

◎

◎
390,000 390,000 0.0042※4 根拠未記載 △ 0.004 0.004 3.996

銚子ヶ滝

溶岩流
溶岩流 0.36±0.03Ma K-Ar年代 ◎ 360,000 360,000 0.0017※4 根拠未記載 △ 0.002 0.002 3.992

銚子ヶ滝下

火砕流
火砕流 不明 － － － － 不明 － ×

2.85※7

（全体からの差

分)

2.85 3.99

雨ヶ沢上流

溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － － －(0.68に一括) － －

仙女平下

溶岩流
溶岩流 440ka 層序 ▲ 440,000 440,000 0.1419※4 根拠未記載 △ 0.142 0.14 1.14

杉田川上

溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － － －(0.68に一括) － －

杉田川

溶岩流
溶岩流 440ka 層序 ▲ 440,000 440,000 0.04 根拠未記載 △ 0.04 0.04 1

遠藤ヶ滝

溶岩流

溶岩流,

降下軽石

0.44±0.02Ma

0.52±0.04Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

◎

◎
440,000 440,000 0.2453※4 根拠未記載 △ 0.245 0.25 0.96

遠藤ヶ滝下部

第1～3溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － － －(0.68に一括) － －

安達太良温泉

溶岩流
溶岩流 不明 － － － － 不明 － － －(0.68に一括) － －

鬼面山

溶岩円頂丘

溶岩ドーム

降下軽石
0.55±0.02Ma K-Ar年代 ◎ 550,000 550,000 0.0284※4 根拠未記載 △ 0.028 0.03 0.71

野地溶岩流 溶岩流 不明 － － － － 不明 － ×
0.68※7

（全体からの差
0.68 0.68

東鴉川火砕流 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

東鴉川溶岩
溶岩流，

凝灰角礫岩
不明 － － － 不明 － － －

西鴉川溶岩
溶岩流，

凝灰角礫岩

1.28±0.46Ma

1.64±0.44Ma

K-Ar年代

K-Ar年代
◎ 1,280,000～1,640,000 不明 － － －

沼尻火砕流

(下部)
火砕流 不明 － － － 1.2 根拠未記載 △ 0.77

長坂火砕流 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

※1：階段図等から読み取った年代

※2：暦年較正にはCalib7を使用した

・放射年代：◎査読付論文，○講演要旨等(査読なし)，

△層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿，時間間隙を均等分配：

●上下層が放射年代で規定，▲上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎　・本調査内で文献を基に推定：×

※3：文献の暦年代が層序と矛盾する場合，Calib7で較正し直した

注1）：名称については，より新しい知見に基づく

注2）：測定誤差の小さいものを選出した

注3）：幅がある場合には中央値を採用した

※4：文献中でDRE換算されている値

※5：階段図等から読み取った体積

※6：第四紀火山カタログ委員会編(1999)より引用

※7：第四紀火山カタログと文献の体積の差分

▲

▲

△

△

◎

◎

◎

△

注4）：DRE換算は火砕流：1.2g/cm3（溶結：1.6），

降下火砕物：1.5g/cm3，成層火山：1.9g/cm3,

溶岩：2.5g/cm3を用いた(Umeda et al, 2013)

○：信頼度高い

△：信頼度低い

×：文献を基に推定した

50,000

70,000

70,000

200,000

70,000～120,000

1,280,000～1,640,000

0.0970,000

10※6

0.39

8.64

11.217

11.507

11.497

11.387

8.22

70,000～120,000 0.27

200,000

340,000

120,000

層序

層序

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

50,000

70,000

50,000

0.01

0.08

0.08

体積（kｍ3）

23.安達太良山火山

名称　注1） 年代 噴出量

文献 積算噴出量

（DRE km3）

採用噴出量

（DRE km3）
採用年代値　注3） 文献

2.01

0.27

0.03

ブルカノ式：

降下火砕物，

水蒸気爆発

50ka

70ka

0.2±0.1Ma

0.27±0.13Ma

0.07±0.02Ma

等層厚線と面積の関係から遠方分布を

外挿して，各体積を積算

1.77

(全体からの差分)
1.77※7

(全体からの差分)

－

0.26

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

220,000(層序から推定）

200,000

4.5※6

1.5※6

0.26±0.02Ma

0.2±0.01Ma

0.38±0.17Ma

－

6.39

8.61

11.307

10.947

8.91



第 23－2 表（1） 活動履歴帳票（安達太良山火山） 

　

主要参考文献　藤縄･鎌田(2005),藤縄（1980）,藤縄ほか（2001）

活動期 噴出物 マグマ種類 噴火様式 年代 根拠 引用信頼度 根拠 引用 信頼度

AD1899-1900 噴火(Ad-p5 ) －

水蒸気爆発(沼の平火口)：降灰

→火砕サージ

(マグマ水蒸気噴火)

AD1900 近代観測 *1 ◎ － － － －

AD1812噴火 － 噴煙･雷鳴 AD1812 古文書解析 *2 ◎ － － － －

AD1623噴火 － 噴火？(噴火らしき記述) AD1623 古文書解析 *2 △ － － － －

AD1530噴火 － 噴火？(土砂流出) AD1530 古文書解析 *2 △ － － － －

AD807噴火 － 噴火？(土砂流出) AD807 古文書解析 *2 △ － － － －

安達太良沼ノ平テフラ6 安山岩 2410±60yBP 14
C年代 *1 ◎ 0.005 早川法 *1 ○

Ad-p1，2 － 詳細不明 － － － 不明 － － －

安達太良沼ノ平テフラ5 安山岩 3990±60yBP 14
C年代 *1 ◎ 0.02 早川法 *1 ○

安達太良沼ノ平テフラ4 安山岩 5.6ka 層序 *1 ○ 0.006 早川法 *1 ○

安達太良沼ノ平テフラ3 安山岩
7270±90yBP

6210±70yBP
14
C年代 *1 ◎ 0.01 早川法 *1 ○

安達太良沼ノ平テフラ2 安山岩
7740±80yBP

7850±60yBP
14C年代 *1 ◎ 0.008 早川法 *1 ○

安達太良沼ノ平テフラ1 安山岩 10ka 層序 *1 ▲ 0.03 早川法 *1 ○

安達太良十文字テフラ 安山岩 降下火砕物 30ka 層序 *1 ▲ 0.05 早川法 *1 ○

安達太良二本松テフラ
安山岩～

デイサイト
降下火砕物 35ka 層序 *1 ▲ 0.04 早川法 *1 ○

安達太良えびす4テフラ 安山岩 降下火砕物 45ka 層序 *1 ▲ 0.08 *3 ○

安達太良えびす3テフラ 安山岩 降下火砕物 60ka 層序 *1 ▲ 0.06 *3 ○

安達太良えびす2テフラ
安山岩～

デイサイト
降下火砕物 80ka 層序 *1 ▲ 0.08 早川法 *1 ○

安達太良えびす1テフラ 安山岩 降下火砕物 90ka 層序 *1 ▲ 0.05 早川法 *1 ○

安達太良佐原テフラ
安山岩～

デイサイト
降下火砕物 100ka 層序 *1 ▲ 0.1 早川法 *1 ○

安達太良松川テフラ 安山岩 降下火砕物 110ka 層序 *1 ▲ 0.1 早川法 *1 ○

鉄山第5降下火砕物 安山岩 アグルチネート(鉄山山頂) 0.004 分布面積と層厚から算出 *5 ○

鉄山第4降下火砕物 安山岩 アグルチネート 0.009 分布面積と層厚から算出 *5 ○

鉄山第3降下火砕物 安山岩 降下火砕物：火山岩塊，火山灰 0.008 分布面積と層厚から算出 *5 ○

胎内岩降下火砕物 デイサイト 降下スコリア，火山岩塊
0.14±0.03Ma

50ka

K-Ar年代

層序

*6

*4

△

▲
0.016 分布面積と層厚から算出 *5 ○

笹平溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 0.071 分布面積と層厚から算出 *5 ○

障子ヶ岩降下火砕物
安山岩～

デイサイト
アグルチネート 50ka 層序 *4 ▲ 0.057 分布面積と層厚から算出 *5 ○

障子ヶ岩第2溶岩流 安山岩 溶岩流 0.044 分布面積と層厚から算出 *5 ○

障子ヶ岩第1溶岩流 安山岩 溶岩流 0.039 分布面積と層厚から算出 *5 ○

船明神第3溶岩流 安山岩 溶岩流 0.045 分布面積と層厚から算出 *5 ○

船明神第2溶岩流 安山岩 溶岩流 0.03 分布面積と層厚から算出 *5 ○

船明神第1溶岩流 安山岩 溶岩流 0.013 分布面積と層厚から算出 *5 ○

沼尻廃坑降下火砕物 デイサイト アグルチネート 不明 － － － 0.007 分布面積と層厚から算出 *5 ○

沼尻廃坑溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 0.056 分布面積と層厚から算出 *5 ○

迷い沢溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 0.078 分布面積と層厚から算出 *5 ○

母成第2溶岩流 デイサイト 溶岩流 不明 － － － 0.078 分布面積と層厚から算出 *5 ○

母成第1溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 0.052 分布面積と層厚から算出 *5 ○

元山火砕流 安山岩 溶結凝灰岩 120ka 層序 *1 ● 0.014 分布面積と層厚から算出 *5 ○

安達太良第2降下火砕物

→湯川火砕流，岳軽石

　沼尻火砕流(上部)

安山岩～

デイサイト

火山灰，アグルチネート，

スコリア，軽石→火砕流
120ka 層序 *1 ●

0.001,

2
分布面積と層厚から算出

早川法,分布面積と層厚

*5

*3

○

○

安達太良第1降下火砕物 安山岩 アグルチネート 不明 － － － 0.009 分布面積と層厚から算出 *5 ○

牛の背降下火砕物 安山岩 降下火砕物 不明 － － － 0.007 分布面積と層厚から算出 *5 ○

鉄山第1･第2火砕物
安山岩～

デイサイト
アグルチネート 70ka 層序 *4 ▲

0.003

0.002
分布面積と層厚から算出

*5

*5
○

矢筈森第1･第2火砕物 デイサイト 降下火砕物，アグルチネート 160ka 層序 *4 ▲
0.028

0.003

分布面積と層厚から算出

分布面積と層厚から算出

*5

*5
○

硫黄川溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 0.194 分布面積と層厚から算出 *5 ○

白糸溶岩流 安山岩 溶岩流 0.34±0.13Ma K-Ar年代 *6 △ 0.075 分布面積と層厚から算出 *5 ○

篭山溶岩円頂丘 安山岩 溶岩ドーム 不明 － － － 0.001> 分布面積と層厚から算出 *5 ○

篭山溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 0.001 分布面積と層厚から算出 *5 ○

峰の辻溶岩流 安山岩 溶岩流 200ka 層序 *4 ▲ 0.026 分布面積と層厚から算出 *5 ○

安達太良水原テフラ － 降下火砕物 0.2～0.25Ma 層序 *1 ▲ 不明 － － －

箕輪山第3溶岩流 安山岩 溶岩流 0.022 分布面積と層厚から算出 *5 ○

箕輪山第2溶岩流 安山岩 溶岩流 0.226 分布面積と層厚から算出 *5 ○

箕輪山第1溶岩流 安山岩 溶岩流 0.138 分布面積と層厚から算出 *5 ○

和尚山溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

和尚南部第1，第2溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

赤木平南部第1～第3溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

和尚南東部溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

安達太良山溶岩流 安山岩 溶岩流 0.20±0.03Ma K-Ar年代 *4 ◎ 0.046 分布面積と層厚から算出 *5 ○

沼の平溶岩流 安山岩 溶岩流 210ka 層序 *4 ▲ 0.014 分布面積と層厚から算出 *5 ○

勢至平溶岩流 安山岩 溶岩流 0.13±0.18Ma,160ka K-Ar，層序 *4 △,▲ 0.223 分布面積と層厚から算出 *5 ○

勢至平下溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 0.041 分布面積と層厚から算出 *5 ○

薬師岳溶岩類 安山岩 溶岩流
0.2±0.03Ma

0.2±0.01Ma
引用,K-Ar *4,7

◎

◎
0.346 根拠未記載 *4 △

僧悟台溶岩流 安山岩 溶岩流
0.23±0.01Ma

0.83±0.03,0.68±0.04Ma

0.85±0.08Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

FT年代

*4

*6

*6

◎

△

△

1.223 分布面積と層厚から算出 *5 ○

等層厚線と面積の関係か

ら遠方分布を外挿して，

各体積を積算

南部

最新期

テフラ群

0.27±0.13Ma

0.07±0.02Ma

△

◎

*6

*4

K-Ar年代

K-Ar年代

ブルカノ式：降下火砕物，

水蒸気爆発

10
※1

(3-1～

3-2期)
沼尻ﾕﾆｯﾄ

(3-1期

以降)

中腹部

第2ﾕﾆｯﾄ

3-1期

(25～20

万年前)

箕輪山

ﾕﾆｯﾄ

中腹部

第1ﾕﾆｯﾄ

◎

◎

△

*4

*6

*6

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

0.26±0.02Ma

0.2±0.01Ma

0.38±0.17Ma

ステージ3

50ka ▲

【年代】0.55Ma～現在(AD1900)　【体積】16km3

引用DB　日本の火山(http://gbank.gsj.jp/volcano/)

　　　【年代】西来ほか編(2014)，中野ほか編(2013)

　　　【体積】第四紀火山カタログ委員会編(1999)

噴火史の概略

*4層序

70ka

0.2±0.1Ma

▲

△

*4

*6

層序

K-Ar年代

データベース(DB)等による年代・体積

細分・別称

3-3期

12万

年前

以新

Ad-p

3～5

沼の平

南縁部

ﾕﾆｯﾄ

50ka

沼の平

南縁部

ﾕﾆｯﾄ

3-2期

(12万

年前)

山頂部

ﾕﾆｯﾄ

体積 注)

DRE(km3)

23.安達太良山火山
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仙女平第第2溶岩流 安山岩 溶岩流 350ka 層序 *4 ▲ 包含 － － －

薬師岳下第1，第2溶岩流 安山岩 溶岩流 350ka 層序 *4 ▲ 0.02 根拠未記載 *4 △

岳溶岩流 安山岩 溶岩流 350ka 層序 *4 ▲ 0.004 根拠未記載 *4 △

仙女平第1溶岩流 安山岩 溶岩流 350ka 層序 *4 ▲ 0.045 根拠未記載 *4 △

前ヶ岳第1～第4噴出物

前ヶ竹西溶岩流

安山岩～

玄武岩
溶岩流，降下火砕物

0.31±0.24Ma,

0.38±0.05Ma,

0.37±0.06Ma

0.54±0.12Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

*4

*4

*4

*6

◎

◎

◎

△

0.054 根拠未記載 *4 △

雨ヶ沢林道溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

百日川溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

雨ヶ沢溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

赤木平溶岩流 安山岩 溶岩流 0.34±0.06Ma K-Ar年代 *4 ◎ 0.076 根拠未記載 *4 △

二ッ橋川上流溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

寺沢溶岩流 安山岩 溶岩流 0.56±0.18Ma K-Ar年代 *6 △ 不明 － － －

寺沢下溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

二ッ橋川下流溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

石筵源流第1，第2溶岩流 安山岩 溶岩流 0.39±0.05Ma K-Ar年代 *4 ◎ 0.015 根拠未記載 *4 △

大滝第1～3溶岩流 安山岩 溶岩流 0.37±0.02Ma K-Ar年代 *4 ◎ 0.34 根拠未記載 *4 △

赤木平下溶岩流 安山岩 溶岩流
0.37±0.21Ma

0.39±0.04Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

*4

*6

◎

◎
0.004 根拠未記載 *4 △

銚子ヶ滝溶岩流 安山岩 溶岩流 0.36±0.03Ma K-Ar年代 *4 ◎ 0.002 根拠未記載 *4 △

銚子ヶ滝下火砕流 安山岩 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

雨ヶ沢上流溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

仙女平下溶岩流 安山岩 溶岩流 440ka 層序 *4 ▲ 0.142 根拠未記載 *4 △

杉田川上溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

杉田川溶岩流 安山岩 溶岩流 440ka 層序 *4 ▲ 0.04 根拠未記載 *4 △

遠藤ヶ滝溶岩流 安山岩 溶岩流,降下軽石(Ad-It2)
0.44±0.02Ma

0.52±0.04Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

*4

*6

◎

◎
0.245 根拠未記載 *4 △

遠藤ヶ滝下部第1～3溶岩流 － 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

安達太良温泉溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

鬼面山溶岩円頂丘 安山岩 溶岩ドーム,降下軽石(Ad-It1) 0.55±0.02Ma K-Ar年代 *4 ◎ 0.028 根拠未記載 *4 △

野地溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

東鴉川火砕流 安山岩 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

東鴉川溶岩 安山岩 溶岩流，凝灰角礫岩 不明 － － － 不明 － － －

西鴉川溶岩 安山岩 溶岩流，凝灰角礫岩
1.28±0.46Ma

1.64±0.44Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

*6

*6
◎ 不明 － － －

沼尻火砕流(下部)※3 安山岩 火砕流：溶結凝灰岩 不明 － － － 1.2
※3 根拠未記載 *8 △

長坂火砕流 安山岩 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

※1：第四紀火山カタログ委員会編(1999)を引用

※2：文献中の階段図等から読み取った値

※3：山元・阪口（2000）ではステージ3に区分

　注）DREに換算されている場合は斜体で表記した

ステージ1

44～55万年前

早期

引用文献

*1：山元孝広，阪口圭一（2000）：テフラ層序からみた安達太良火山，最近約25万年間の噴火活動．地質学雑誌，106，pp.865－882. 

*2：高橋正樹，小林哲夫編（1999）：安達太良火山－ほんとうの空の下で火山トレッキング－．東北の火山 フィールドガイド日本の火山④－，築地書館，105－121p. 

*3：山元孝広（2012）：福島-栃木地域における過去約30万年間のテフラの再記載と定量化．地質調査研究報告，63，pp.35－91.

*4：藤縄明彦，林信太郎，梅田浩司（2001）：安達太良火山のK-Ar年代：安達太良火山形成史の再検討．火山，46，pp.95－106

*5：藤縄明彦，鎌田光春（2005）：安達太良火山の最近25万年間における山体形成史とマグマ供給系の変遷．岩石鉱物科学，34，pp.35－58. 

*6：新エネルギー・産業技術総合開発機構（1990）：磐梯地熱地域地質図．全国地熱資源皇后調査（第3次）広域熱水流動系調査 火山性熱水対流系地域タイプ③，1－81p.

*7：長谷川健，藤縄明彦，伊藤太久（2011）：磐梯・吾妻・安達太良：活火山ランクBの三火山．地質学雑誌，117，pp.33－48.

*8：阪口圭一（1995）：5万分の1地質図幅「二本松地域の地質」．地域地質研究報告，1－79p.

（参考）藤縄明彦（1980）安達太良火山の地質と岩石．岩鉱，75，pp.385－395.

1.5
※1

・放射年代：◎:査読付論文，○:講演要旨等，

　△:層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿,時間間隙を均等分配,層序：

　●:上下層が放射年代で規定,▲:上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎

信頼度　

◎>○>△

ステージ2

35万年前

南東部

地域

東部

地域

降下軽石

Ad-A3

Ad-A4

4.5
※1
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23.安達太良山火山

図 安達太良火山の地質図（長谷川ほか，2011）

図 安達太良火山起源のテフラ層序図

（山元・阪口，2000）

図 安達太良火山噴出物の層序図

（長谷川ほか，2011）



第 23－3 表（1） 既存文献における噴出量－時間階段図（安達太良山火山） 

No マグマ種類 年代
体積

(DRE km3)

1 デイサイト 50ka 0.0953

2 安山岩～デイサイト 50ka 0.0838

3 安山岩～デイサイト 50ka 0.115

4 船明神溶岩流 安山岩 70ka 0.0614

5 安達太良山山頂降下火砕物 安山岩～デイサイト 120ka K-Ar年代，層序 0.0007

6 デイサイト 160ka 層序 0.0538

7 安山岩 160ka 層序 0.2584

8 安山岩 200ka K-Ar年代，層序 0.0479

9 安山岩 200ka 0.3458

10 安山岩 210ka 0.0488

11 安山岩 200ka 0.0271

12 安山岩 230ka 1.2271

13 安山岩 260ka 0.5727

14 安山岩 340ka 0.0759

15 安山岩 350ka 0.0201

16 安山岩 350ka 0.0445

17 安山岩 350ka 0.0035

18 安山岩 360ka 0.0017

19 安山岩 370ka 0.3402

20 安山岩 370ka 0.0042

21 安山岩～玄武岩 370ka 0.054

22 安山岩 390ka 0.0148

23 安山岩 440ka 0.1419

24 安山岩 440ka 0.2453

25 安山岩 440ka 0.04

26 安山岩 550ka 0.0284

K-Ar年代，層序

K-Ar年代，層序

層序

K-Ar年代，層序

層序

K-Ar年代，層序

大滝溶岩流

鬼面山溶岩ドーム

仙女平下溶岩流

遠藤ヶ滝溶岩流

杉田川溶岩流

赤木平下溶岩流

前ヶ岳西溶岩流

石筵源流溶岩流 暦年較正不要，体積DRE

矢筈森降下火砕物

噴出量-時間階段図

23.安達太良山火山

沼の平溶岩流

引用文献

藤縄ほか(2001)

噴出物名称

胎内岩降下火砕物

障子ヶ岩降下火砕物

鉄山降下火砕物

勢至平溶岩流

安達太良山溶岩流

薬師岳溶岩流

峰の辻溶岩流

仙女平溶岩流

薬師岳下溶岩流

僧悟台溶岩流

箕輪山溶岩流

赤木平溶岩流

根拠未記載

根拠未記載

岳溶岩流

銚子ヶ滝溶岩流

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

噴出量-時間階段図中の年代値(一覧表)

根拠

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

暦年較正不要，体積DRE根拠未記載

暦年較正不要，体積DRE

K-Ar年代，層序

K-Ar年代，層序

備考

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

根拠未記載

層序

層序

層序

K-Ar年代，層序

K-Ar年代，層序

層序

層序

K-Ar年代，層序

K-Ar年代，層序

K-Ar年代，層序

層序

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

暦年較正不要，体積DRE

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

根拠噴火様式

降下火砕物

降下火砕物

降下火砕物

溶岩流

降下火砕物

降下火砕物

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

層序

層序

K-Ar年代，層序

溶岩流

溶岩流

溶岩ドーム

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

溶岩流

0.6Ma 現在

全活動期間

(中野ほか編,2013)

(西来ほか編,2014)

噴出量-時間階段図

の対象期間

(藤縄ほか，2001)

0.3Ma

0.55Ma

0.55Ma
1.～5.

6.～13.

14.～22.

23.～26.

 



第 23－3 表（2） 既存文献における噴出量－時間階段図（安達太良山火山） 

No マグマ種類 年代
体積

(DRE km3)

1 安山岩 2410±60yBP 0.005

2 安山岩 3990±60yBP 0.02

3 安山岩 5.6ka 0.006

4 安山岩 6210±70yBP 0.01

5 安山岩 7850±60yBP 0.008

6 安山岩 10ka 層序 0.03

7 安山岩 30ka 層序 0.05

8 安山岩～デイサイト 35ka 層序 0.04

9 安山岩 45ka 0.08

10 安山岩 60ka 0.06

11 安山岩～デイサイト 80k 0.08

12 安山岩 90ka 0.05

13 安山岩～デイサイト 100ka 0.1

14 安山岩 110ka 0.1

15 安山岩～デイサイト 120ka 2.02

16 － 250～200ka 7.6

23.安達太良山火山 引用文献

山元・阪口(2000)

噴出量-時間階段図

噴出量-時間階段図中の年代値(一覧表)

噴出物名称 噴火様式 根拠 根拠 備考

安達太良沼ノ平テフラ6 14C年代 早川法 文献中に暦年あり，体積DRE

安達太良沼ノ平テフラ5 14C年代 早川法 文献中に暦年あり，体積DRE

ブルカノ式噴火，水蒸気爆発：降下火砕物

14C年代

安達太良沼ノ平テフラ4 層序 早川法 暦年較正必要，体積DRE

安達太良沼ノ平テフラ3 14C年代 早川法 文献中に暦年あり，体積DRE

安達太良十文字テフラ 降下火砕物 早川法 暦年較正必要，体積DRE

安達太良二本松テフラ 降下火砕物 早川法 暦年較正必要，体積DRE

安達太良沼ノ平テフラ2 早川法 文献中に暦年あり，体積DRE

安達太良沼ノ平テフラ1 早川法 暦年較正必要，体積DRE

安達太良えびす4テフラ 降下火砕物 層序 早川法 暦年較正必要，体積DRE

安達太良えびす3テフラ 降下火砕物 層序 早川法 体積DRE

安達太良えびす2テフラ 降下火砕物 層序 早川法 体積DRE

安達太良えびす1テフラ 降下火砕物 層序 早川法 体積DRE

安達太良佐原テフラ 降下火砕物 層序 早川法 体積DRE

安達太良松川テフラ 降下火砕物 層序 早川法 体積DRE

安達太良岳テフラ プリニ―式噴火：降下火砕物 層序 早川法 体積DRE

安達太良水原テフラ群(ステージ3) 降下火砕物(成層火山体構成物) 層序 円錐近似（梅田，1999) 体積DRE

0.6Ma 現在

全活動期間

(中野ほか編,2013)

(西来ほか編,2014)

噴出量-時間階段図

の対象期間

(山元・阪口，2000)

0.3Ma

0.55Ma

0.12Ma

1.

2.

3. 4.

5.
6. 7.

8.

2.

9.
10.

11.

12.

13.
14.

15.
16.

 



第 23－4 表 収集文献リスト（安達太良山火山）
23

噴出量-

時間

階段図

噴出量

(体積)
方法

活動

年代
方法 層序

噴出物

分布

噴火

様式

マグマ

特性
その他

23-a 新エネルギー・産業技術総合開発機構 1990 火山性熱水対流系地域タイプ③　磐梯地域火山地質図

全国地熱資源総合調査

(第3次)広域熱水流動系

調査

× × － ○
A(FT，

K-Ar)
○ ○ × × －

23-b 伊藤太久，武富健一郎，藤縄明彦 2008 安達太良火山南東部の地質と岩石
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ D ○ × × ○ －

23-c
伊藤太久，武富健一郎，磯尾称，

藤縄明彦
2009 安達太良火山南東部　前ヶ岳の形成史

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ D ○ × × ○ －

23-d 鎌田光春，藤縄明彦 1998 安達太良火山頂部に分布する降下火砕物の全岩組成変化
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ D ○ × × ○ －

23-e 山元孝広 2012 福島-栃木地域における過去約30万年間のテフラの再記載と定量化 地質調査研究報告
○

(●■)
○ a,c ○ B,D ○ ○ ○ × －

ステージ1を除く

全体

23-f 山元孝広，阪口圭一 2000 テフラ層序からみた安達太良火山，最近約25万年間の噴火活動 地質学雑誌
○

(●)
○ a ○

A，D

(14C)
○ ○ ○ × － 12万年前以新

23-g 長谷川健，藤縄明彦，伊藤太久 2011 磐梯・吾妻・安達太良：活火山ランクBの三火山 地質学雑誌
○

(●)
○ c ○ D ○ ○ ○ ○ －

山元・阪口(2000)

を引用

23-h 藤縄明彦 1980 安達太良火山の地質と岩石 岩石鉱物鉱床学会誌 × × － × － ○ ○ ○ ○ －

23-i 藤縄明彦 1991
東北日本，安達太良火山におけるソレアイト，カルクアルカリマグマ系列：

その進化メカニズムと成因関係
火山 × ○ e ○ F × × × ○ －

23-j 藤縄明彦 2000 東北地方南部のフロント火山-安達太良火山の例-
日本火山学会

講演予稿集
× ○ e ○ F ○ × ○ ○ －

23-k 藤縄明彦，伊藤太久 2010
東北日本弧，安達太良火山に共存するソレアイト，カルクアルカリマグマ系列の

進化メカニズム

日本鉱物科学会

講演要旨集
× × － ○ F × × × ○ －

23-l 藤縄明彦，鎌田光春 1998 安達太良火山新期噴出物の全岩組成からみられるマグマ供給系の変化(予察)
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ F × × × ○ －

23-m 藤縄明彦，鎌田光春 2005 安達太良火山の最近25万年間における山体形成史とマグマ供給系の変遷 岩石鉱物科学 × ○ e ○ D ○ ○ ○ ○ －

23-n 藤縄明彦，林信太郎，梅田浩司 1997 安達太良火山の形成史-K-Ar年代値からの再検討-
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A

(K-Ar)
○ × ○ ○ －

23-o
藤縄明彦，鎌田光春，山元孝広，

阪口圭一
2000 安達太良火山最近25万年間における活動様式の変遷とマグマ組成の変化

日本地球惑星科学連合

大会予稿集
× × － ○ F ○ × ○ ○ －

23-p 藤縄明彦，林信太郎，梅田浩司 2001 安達太良火山のK-Ar年代：安達太良火山形成史の再検討 火山
◎

(●■)
○ a,b ○

A,B,D

(K-Ar)
○ × ○ ○ －

23-q
藤縄明彦，鴨志田毅，棚瀬充史，

谷本一樹，中村洋一，紺谷和生
2006 安達太良火山，1900年爆発的噴火の再検討 火山 × ○ a,c ○

A,E

(14C)
○ ○ ○ × －

23-r 藤縄明彦，伴雅雄，紺谷和生 2006
磐梯1888年，安達太良1900年セントへレンズ1980年噴火時に起こったいわゆる

疾風由来サージの特徴

日本地球惑星科学連合

大会予稿集
× ○ e ○ E × × ○ × －

23-s

Akihiko Fujinawa, Masao Ban,

Tsukasa Ohba, Kazuo Kontani,

Kotaro Miura

2008
Characterization of low-temperature pyroclastic surges that occurred in

the northeastern Japan arc during the late 19th century

Journal of

Volcanology and

Geothermal Research

× ○ a ○ E ○ ○ ○ × －

23-t 高橋正樹，小林哲夫編 1999 東北の火山　安達太良火山－ほんとうの空の下で火山トレッキング－
フィールドガイド

日本の火山④
× － － ○ F ○ ○ ○ × －

23-u 阪口圭一 1995 5万分の1地質図幅「二本松地域の地質」． 地域地質研究報告 × ○ e ○
A

(K-Ar)
○ ○ ○ ○ －

23-v
Koji Umeda, Masao Ban,

Shintaro Hayashi, Tomohiro Kusano
2013

Tectonic shortening and coeval volcanism during the Quaternary,

Northeast Japan arc
J. Earth Syst. Sci ○ ○ b,c ○ D × × × × － 東北日本の火山一括

23-w 第四紀火山カタログ委員会 1999 第四紀火山カタログ × ○ e ○ D ○ ○ ○ ○ －

安達太良山火山

No 著者 発行年 題名 雑誌名

記載事項の有無

備考

◎:記載あり(最良)

○:記載あり

（ 噴出量の対象

   ●:降下火砕物

   ■:溶岩流

　 ▲:山体一括)

a:地質調査

b:地質図等

c:引用

d:その他

e:不明

A:放射年代

B:層序

C:古文書記載

D:引用

E:その他

F:不明
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